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実験 的 フィ ラリ ア 症 に 於 ける リン パ 系 の 変化 


坂 本 
長崎 大 学 熱 帯 医学 研究 所 寄生 虫 学部 門 


Hi 


Changes of lymphatic system in cats experimentally infected with Brugia filariasis. 
Makoto SAKAMOTO (Department of Parasitology, Institute for Tropical Medicine, 
Nagasaki University) 
Abstract : The pathological changes of lymphatic system produced by filarial infection 
were investigated in the experimental model. 19 cats were inoculated subcutaneously into 
the left dorsal foot with the infective-stage larvae of B. malayi and B. pahangi and 
examined chronologically from 15 days to 3 years and 6 months after inoculation using 
lymphography and histopathology. As the main changes on lymphogram, dilatation of the 
‘lymphatics, enlargement of the popliteal lymphnode were visible even in early stage of the 
infection and tortuosity of the lymphatics, leakage and stasis of contrast medium suc- 
cessively occured. In the long-standing infection over 2 years, collateral formation, anas- 
tomoses of the lymphatics and absence of the popliteal lymphnode were demonstrated. 
Histological section showed the lymphadenitis, lymphangitis manifesting characteristic lym- 
phocytes, plasma cells infiltration and eosinophilic response which suggested an immune 
reaction of the cell mediated type. A obstructive changes of the lymphatics containing 
the adult worm developed due to the thickening of the lymphatic wall or thrombus for- 
mation in the lumen. In the old cases of the infection the popliteal lymphnode became 
atrophic showing a marked loss of lymphofollicles and disappearance of the germinal cen- 
ter. 
It was noted that administration of diethylcarbamazine 30mg/kg to the infected cats hav- 
ing microfilaria provoked a strong inflammatory reaction of lymphatic vessels and perilym- 
phatic tissues surrounding the adult worm. 
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は UL め に 過去 に お いて も フィ ラリ ア 寄 生 に よる 精 系 リ ン バ 


バン クロ フト 系 状 虫 , マレ イ 了 ォ 状 虫 な ど ヒ ト に 来 
る フィ ラリ ア は リン ズ 管 , リン ズバ 節 に 寄生 し , ミ 
クロ フィ ラリ ア を 産出 する が , 一 定 の 潜伏 期 の 後 , 
発熱 を 伴 な う 介 性 リン ペ 管 炎 を 頻発 し 遂に は 陰 論 水 
RB, SBR, 乳 魔 尿 症 な ど 多 彩 な 慢性 症状 を 呈す る 
RCE る: 


管 導 の 摘出 標本 や , FEL FLERE BRO WRA 
記載 が 行わ れ て いる (松尾 1931, 指宿 1957) . それ 
に よる と , これ ら フ ィ ラ リア 感染 に よる 病変 の 主体 
QU wee AD の 秋 症 と これ に も と ずく 全身 の 広 
和男 な リン ペ 系 の 変化 で ある 。 最近 Kinmonth(1954) 
に よっ て リン ズバ ペ 管 造影 法 は 急速 な 進歩 か も た ら さ れ 
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だ た だ. フィ ラリ ア 性 リン 浮腫 や 象 度 病 に つい て は 
Cohen et al. (1961), Kanetkar et al., (1966) 
が 又 乳 摩 尿 症 に つい て は Kittredge et al., (1963) 


Swanson (1963), 阿 世 知 (1964), Kevin and Ro- 


bert (1964), Akisada and Tani (19700, 村上 ら 
(1972) 等 が 臨床 例 に つい て リン ズ 管 造影 を 行ない 慢 
性 フィ ラリ ア 症 の リン 系 の 変化 と その 機能 障害 の 
実態 が 次 第 に 明らか に され て きた . また Schacher 
(1967, 1973), Goomeratne (1972, 1973), Ewert 
(1972) 等 が イヌ また は ネ ュ に 動物 固有 の リン バボ 系 寄 
生 の Brugia pahangi を 実験 的 に つけ て リン 4 
造影 を 行っ て いる . 
フィ ラリ プア 症 の 掃 性 症状 に 先 駄 する リン < 管 炎 の 
発生 機 誠 に つい て は 古く か ら フ ィ ラ リア 感染 説 , 連 
半球 函 感 染 説 。 両者 の 協同 作用 説 な ど あ り , 夫々 そ 
の 機 序 の 説明 だ 実験 的 根拠 を 与え ん と する 研究 が い 
くつ か 行わ れ て き ぎ きた. し か し な が ら 寄 生 し た フィ ラ 
リア が いか な る 役割 を 果 し , いか な る 病理 過程 を 経 
て 発 定 に いた る の か その 解明 は まだ 充分 で は な い . 
最近 著者 ら (1976) は Brugia pahangi の ほか , 
韓国 済州 島 で 得 た ヒト 由来 の Braugia malayi を ネ 
ュ = に 感染 させ る こと に 成功 し , これ を 代々 継 代 し て 
フィ ラリ ア 症 研究 の アニ マル モデ ル を 完成 し た . 著 
xi B. pahangi, B. malayi 感染 ネ ュ を 用 い 。 感 
染 後 時 間 を 追っ て リン < 管 造影 を 行い , 病変 部 の 病 
理 組織 標本 を 作製 し て , リン 系 病変 の 発生 の 経過 
を 観察 し た . 
材料 と 方 法 

本 研究 に 使用 し た リン 系 寄生 性 糸状 虫 は マレ イ 
産 B. pahangi 及び 韓国 済州 島 産 ヒト 由来 の B. 
malayi の 2 種 で , いずれ も 教室 で ネ ュ を 宿主 と し 
て 継 代 維持 さ れ て いる も の で ある . 

感染 方 法 

Aedes aegypti (Liverpool strain) に 高 仔 虫 血 を 
示す 感染 ネ ュ を ketamine hydrochloride (ケタ 
ラー ル ) 麻酔 下 に お いて 吸血 させ , 温度 25?C dug 
80% の 恒温 室内 で 11~12 日 間 飼 育 し た 後 Ash and 
Riley (1970) の 方 法 に より 感染 幼虫 を 得 た . 体重 
2.0—5.0kg の 日 本 産 ネ ュ の 足 背 上 度 下 。 veta 
部 皮下 に 100 一 300 隻 の 感染 幼虫 を 接種 した. 

リン バ 管 造影 法 

19 頭 の 感染 ネ ュ を ケタ ラー ル 3mg/kg の 筋 注 に 


より 麻酔 し , 10 patent blue violet 0.1ml を 各 
EE Pic 注入 後 拡散 を よく する た め 充分 に マッ 
サー ジ を 行っ た . 10…20 分 後 足 背部 を 切開 し , 青色 
に 染 っ た リン バ 管 を 周囲 組織 より て いね い に 剣 離 
L, Kinmonth (1954) の 旋法 に 従い チュ ー ブ 付 注 
Bet (ツル シー ス 製 サイ ズ No.6) を リン ぷ 管 へ 直 
接 挿入 し た . 油性 造影 剤 Lipiodo1 ultrafluid 0.5~ 
0.8ml を 万 能 注入 器 (ツル ー ス 製 ) を 用 いて 0.8— 
l.0ml/hour の 速度 で 両足 背部 の リン パ 管 に それ ぞ 
れ 注入 し た . 注入 直後 , 1 時 間 後 , 24 時 間 後 , 48 時 
間 後 , 数 例 に つい て は 72 時 間 後 と 経時 的 に レン トゲ 
ン 撮 影 を 行い , その 変化 を 観察 し た . 尚 撮影 は 150 
~200mA 54kV, 0.05 秒 の 条件 下 で 行っ た . 

病理 組織 学 的 検索 

リン ペペ 管 造影 後 2 日 目 , 数 例 で は 30 一 45 日 目 に ネ 
ュ を 選 和 殺し た の ち 度 膚 を 剣 離 し , 表 在 性 の リン 系 
の 変化 を 肉眼 的 に 観察 し た 後 , 10 ホ ル マ リ ン で 固 
定 し た . リン 管 造影 に お いて 変化 の み ら れ た 部 分 
を 中 心 に 組織 標本 を 作製 し, へ マト キシ リン . エ オ 
ジン 染色 に て 病理 組織 学 的 検索 を 行っ た . 

Diethylcarbamazie (DEC) の 投与 

B. pahangi 感染 幼虫 接種 後 , 未 栓 血 中 に ミク ロ 
フィ ラリ ア 陽 性 と な っ た ネ ュ 2 頭 に 動物 用 Diethy- 
lcarbamazine 注射 液 30mg/kg を 筋 注 後 48 時 間 し 
C, リン ペ 管 造影 を 行っ た . 造影 後 72 時 間 目 に ネコ ュ 
を 層 和 殺し , 病理 組織 学 的 検索 を 行っ た . 


実 験 mod 


リン バ 管 造影 

Table 1 に 実験 に 使用 し た ネ ュ の 性, 体重, £5 
虫 接種 数 , 接種 部 位 , リン ペ 管 造影 まで の 期間 , 末 
栓 血 中 の ミク ロフ ィ ラ リア の 有無 に つい て 記し た . 
Table 2 に 感染 幼虫 接種 後 15 日 目 か ら 3 年 6 ヶ 
月 に 理 リ ン 管 造影 を 行っ た 19 頭 の ネ ュ に み ら れ た 
異常 所 見, Table 3 に は 各 例 に お いて み ら れ た 暴 常 
所 見 の 部 位 を が し た . 

リン >* 造 影像 の 上 で 15 日 朋 に み ら れ る 所 見 は 接種 
側 膝 高 リ ン ペ 節 の 肥大 の み で ある . 30 日 目 に お いて 
は 4 例 全 て に リン ペ パ 節 の 肥大 が み ら れ , その うち 2 
例 で は 骨盤 腔 の リン ペ パ 節 に も 肥大 が お こっ て いる . 
特に No.3 の ネ ュ に お いて 節 の 肥大 は 顕著 で その 
大 き さ は 非 接種 側 の 2 ~ 3 倍 た に 達し て いる (Fig. 
1). 2 例 に お いて 接種 側 膝 高 リ ン パ 節 あ る い は 


BS 
IND 


C 


Table 1 Case histories and time of lymphography 
DR 2 o. E NC 
1 2.0 F 100 L 15 days = 
2 2.0 M 100 L 30 = 
3 3.0 F 100 L 30 = 
4 220 F 100 L 30 = 
5 4.0 M 100 L 30 
6 2.D M 100 L 60 ES 
7 3.5 ド 100 L 60 = 
8 2.5 M 100 L 60 SS 
9 4.5 F 100 L 100 + 
10 4.0 F 100 L 100 + 
11 9.95 M 100 L 100 + 
12 220 M 200 I 2 years = 
13 2.0 M 300 I 2 Ea 
14 249 M 300 I 2 
15 3.5 F 900 I 2 s 
16 2.5 M 300 I 2 = 
17 5.0 M 200 I 3 + 
18 4.0 M 150 I 3 sp 
19 4.5 F 200 I 3 aa 
L : Left dorsal foot 
I : Inguinal region 
Table 2 The lymphographic changes in infected cats 
Days after ーー Lymphatics _ Nodes 
inoculation No; orero: Dilatation Tortuosity Leakage Stasis Collateral Enlargement Atrophy 
15 ] I 
30 4 2 4 
60 3 2 1 | 2 
100 3 3 3 1 2 1 2 
2 years 9 5 4 3 4 2 ] 4 
3 years 3 3 2 1 3 3 3 
19 15 10 5 10 8 9 9 


骨盤 腔 カム リン パ 節 へ の 輸入 リン バ 管 さら に は 輸出 り 
ン パ 管 に 明らか な 拡張 が みみ られ た . 60 日 目 に な る と 
リン ペ 節 の 肥大 は 3 例 中 2 例 に み ら れ , No.8 の ネ 
ュ で は 接種 側 膝 宮 リン バ 節 の みな ら ず 更に その 肥大 
性 変化 は 骨盤 腔 , 腹部 に まで お よん で いる . No. 6 
の ネ ュ で は リン ズバ 管 の 拡張 が 接種 側 の 下肢 ば か り で 
な く , 非 接種 側 の 下肢 , AR 7s EA RB 7c PBARIT UZ 


及 し て いる . さ きら に これ ら の リン ズ 管 の 著 明 な 蛇行 , 
骨盤 腔 の リン ペ 管 に お ける 造影 刑 の うっ 如 な どか が あ 
ら わ れ て いる . 100 日 目 に な る と リン ズバ 管 の 拡張 , 
蛇行 は 3 例 全 て に 広範 な 部 位 に みみ られ , その 程度 も 
強い . 2 例 で は 造影 刑 の うっ 潜る 接種 側 下肢 か ら 肖 
Mic pit COV) VARI RACHA. 一 部 リン 
パ 節 の 陰影 欠損 や 縮小 な ど 姜 縮 を 思わ せる 父 が 2 例 
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Table 3 


Site of abnormal lymphographic fndings in individual cat 


Lymphatics Nodes 
Cat No. DUE Ri i pea Dilatation Tortouity Leakage Stasis Collateral Enlargement Atrophy 
1 15 days Popl (L) 
2 30 Limb (1) Popl (L) 
Pel 
3 30 Limb (L) Pop! (L) 
Pel Pel 
4 30 Pel 
5 30 Popl (L) 
6 60 Limb(R,L) Pel Pel Popl (R,L) 
Pel 
7 60 
8 60 Limb(L) Popl (L) 
Pel, Abdo 
9 100 Limb (L) Limb (L) Pel 
Pel Pel 
10 100 Limb(R,L) | Limb(L) Limb (L} Popl (L) 
Pel Pel 
11 100 Limb(L) Limb (L) Limb (L) Limb(L) Popl (L) 
Pel Pel Pel 
12 2 years Limb(L) Limb (L) Limb(R,L) |Limb(R,L) Popl (L) 
Pel Pel Pel Pel 
13 2 Limb(R,L)  Limb(R,L)  Limb(R,L)  Limb(R,L)  Limb(R,L) Pel 
Pel Pel Pel Pel Pel 
14 2 Limb (L) Limb (L) Limb(L) Limb (L) Pel Pel 
15 2 Limb (L) Limb (L) Pel Popl (R,L) 
Pel Pel 
16 2 Limb(L) Limb(L) Limb (L) Limb (L) Limb (L) Popl (L) 
Pel Pel Pel Pel Pel 
17 3 Limb(R,L} Pel Limb (L) Pel Popl (R,L) 
Pel Pel 
Abdo, Tho 
18 3 Limb(R,L)  Limb(R,L)  Limb(R,L)  Limb(R,L)  Limb(R,L) Popl (RLL) 
Pel Pel Pel Pel Pel, Abdo 
19 3 Limb (R,L) Limb(R,L) Pel Popl (R,L) 
Pel 


Limb : Lower limb Popl : Popliteal region 


Pel : 


Pelvic region 


Abdo : Abdominal region Tho : Thoracic region G 


(4545. X No.11 の ネ ュ に お いて は リン ズ 管 
の 拡張 , 蛇行 , 造影 刑 の うっ 滞 等 に 加え て さら に 下 
肢 リ ン パ 節 の 周囲 や リン ペ 管 壁 か ら の 造影 剤 の 組織 
内 へ の 漏出 が み ら れ る . リン ペ 管 は 弁 を も っ た 特有 
の 珠 数 状 の 形態 を 失い , 管 壁 は 不明 瞭 と な り , リン 
BRO FRED < Apna (Fig. 2). 2 年 を 越 
える 8 例 全 て に リン ズ 管 の 拡張 , 側 副 行 の 形成 , 7 
例 に 造影 刑 の うっ 滞 . 6 例 に リン ペ 管 の 蛇行 , な お 
4 例 に 造影 剤 の 滞 軸 が 両 下 股 の みな ら ず , 骨盤 腔 , 
腹部 , 胸部 た ど 広 範 な 部 位 に み ら れ る . NO0.130 


: Left R : Right 


ご と く 各 所 に 盲 管 に 終る リン ペ 管 が み ら れ , 遠く 陰 
舞 度 下 や 骨盤 腔 に お ける 側 副 行 , 腰部 組織 内 へ の 逆 
流 像 を 呈し て いる (Fig. 3). また No.17 の ご と 
< 胸部 , 腹部 の リン ペ 管 が 付 状 に 拡張 し 造影 剤 の 強 
いう っ 福 を 示す も の も ある (Fig. 4). さら に No. 
18 は 感染 幼 下 を 尋 径 部 度 下 に 接種 され た 例 で ある が 
骨盤 腔 や 腹部 な ど 下 流 の リン パ 率 の みな ら ず , 逆行 
性 に 両 下肢 膝 念 な どの リン ペ 節 に 著 明 な 姜 紅 ある い 
は 消失 が み ら れ , リン ズ 管 の 閉鎖 性 変化 の 進行 に よ 
っ て 側 副 行 の 形成 が 著 明 で ある . リン ズバ 管 は 一 般 に 


in a 30 days B. pahangi infection 
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非常 に 細く な っ て いる が , 一 方 , 局 所 的 に は 拡張 , "E 
行か ふら れる . これら 多 数 の 側 副 行 の 問 に 史 合 が で 
き 複 雑 な Net-work を 形成 する 特異 な リン バ 管 千 
影像 が み ら れ た (Fig. 5). 古い も の で は リン ズバ 節 
の 委 縮 , 消失 な いし は , 節 の 辺 縁 不 整 あ る い は 人 造影 
剤 の 陰影 欠損 が , 両 下肢 , ARIE, 腹部 な どの 広範 
な 部 位 に 認め られ る . 

病理 組織 所 見 

最も 早く 解剖 し た 30 日 目 の 2 例 の 組織 標本 を みる 
と , 接種 側 膝 高 リ ン ペ 節 の 濾胞 は 肥大 し , MO 
嘩 大 が 著 明 で ある (Fig. 7). 

MER TEO RORA bhi, その 周辺 に 
好 酸 球 , 組織 球 が 浸潤 し て お り , 髄質 に は 組織 球 の 
浸潤 が み ら れ , 節 内 の 輸入 リン パ 管 に は 好 中 球 を 主 
と し た 細胞 浸潤 が あり , その 周囲 に 好 酸 球 , 組織 球 
が みみ られ る . リン 管内 の 是 体 周 用 に は それ 程 強い 
RELA DHT, 管 壁 に 好 中 球 の 浸潤 が あり , その 
外側 を リン バ 球 , 組織 球 が 占め て いる (Fig. 8). 
又 各 所 の リン バ 管 に は し ば し ば 好 中 球 の 浸潤 を 伴 5 
Menke), 管 腔 が ほとん と 閉塞 し て いる も 
の も ある CThrombo-lymphangitis obliterance) 
(Fig. 9). リン ペ 管 壁 は 一 部 内 腔 へ 乳 嗜 状 に 増生 
し , 外 膜 に も 好 中 球 , リン バ 球 の 漫 潤 と 組織 球 が 認 
め ら れる が 壁 の 肥厚 は さほど 強く な い . また 一 部 で 
は 好 酸 球 , リン バ 球 , 組織 球 な ど が 脂肪 組織 内 に ま 
で 浸潤 する な ど 強 い 9 vos AO 像 が み ら れ 


in a 100 days B. pahangi infection 
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Fig. 3 Reflux of the contrast medium in a Fig. 4 Cystic dilatation of the lymphatics in 
long standing B. malayi infection a long standing B. malayi infection 


Fig. 5 Net-work formation of the lymphatics and absence 
of the popliteal lymphnode in a long standing 
B. malayi infection 
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Fig. 6 Normal lymphatics 


Fig. 7 Hypertrophy of 
lymphofollicles 
in a 30 days 


Fig. 8 Adult worm and 
thrombus formation 
in the lymphatics 
showing marked 
perilymphangitis 
in a 30 days 
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Fig. 9 Thromb-lymphangitis 
obliterance in a 30 
days 


Fig. 10 Marked 
perilymphadenitis 
in a 100 days 


Fig. 11 Marked lymphangitis 
showing thickening 
of the wall with 
thrombus formation 
in a 100 days 


A. し か し な が ら リ ン ペ 系 の 病変 が 強い わり に は 

管 系 へ の 病変 の 波及 は 軽度 で ある . No.3 に bit 
る 組織 標本 を みる と 躍 体 が 接種 側 の 膝 高 部 や 務 径 部 
の リン ズ 管 内 に みみ られ , リン ペ 管 の 炎症 が 接種 側 膝 
fub. EERE, HEUS, 腰部 等 に 認め られ た . 60H 

に な る と リン ペペ 節 渡 胞 の 肥大 は ひき つづ き 2 例 の 
組織 標本 に 認め られ る . No.6 TIBER, 
懇 部 の リン パ 管 内 に み ら れ , リン ペペ 管内 の 血栓 は 次 
第 に 肉芽 腫 様 と な り , 線維 芽 細胞 が 出現 し , リン パ 
RCM AGH A. 一 部 で は 虫 体 を 取り 囲む 様 に 肉芽 
の 形成 が み ら れ る . これ ら リ ンズ 管 の 周囲 に は 好 酸 
Dk, 形質 細胞 , リン パ 球 な どの 細胞 浸潤 が 著しい . 
一 般 に 30 日 目 の も の に 比べ , 好 中 球 は 明らか に 減少 
し て お り , 和 急性 の 和 炎症 の 像 は 幾 分 軽減 の 傾向 が ある . 
浸潤 する 細胞 は 形質 細胞 , 好 酸 球 , リン バ 球 な ど が 
優位 に な っ て いる ・. 100 日 目 の も の CU IB X 417 
1 例 No.10 に お いて は 再び 秋 症 像 が 激化 され , Bn 
被膜 下 に は 一 部 形質 細胞 , 好 酸 球 , 組織 球 な ど を 主 
体 と し た 細胞 浸潤 の な か に 好 中 球 の 集 多 が み ら れ る 
(Perilymphadenitis) (Fig. 10). SEC HUE AA e 
DBMS LV. UV SILT 7 TBR 
び ミ クロ フィ ラリ ア を 取り 囲ん で 好 酸 球 , 形 質 細胞 , 
組織 球 , 一 部 に 好 中 球 の 浸潤 が み ら れ , 管 壁 は 肥厚 
し 閉塞 性 変化 は 進行 し て いる (Fig. 11). 2 年 以上 
た っ た No.18 で は リン バ 節 濾胞 は 縮小 し , TRANS 
は 小さ くま た 空 胞 化 し た も の も ある . な お リン ズバ 芽 
球 は 著しく 減少 し て いる . 又 No.17 で は 髄質 は ほ と 
ん と 形質 細胞 の みか ら な り , また 細 綱 細胞 の 姜 縮 が 
み ら れ た. リン ズバ 管 は 拡張 ある い は 如 の 肥厚 が み ら 
れ , 織 外 側 に リン パ 球 浸潤 が みとめ られ る が , その 
程度 は 一 般 に 軽度 で ある . 

な お 本 感染 実験 で は B. malayi, B. pahangi の 
二 種 の 感染 幼虫 100 か ら 300 隻 を 用 いた が , 9 vof? 
( 節 ) に お こる 病変 の 程度 と フィ ォ ラ リア の 種類 及び 
感染 させ た 幼 昌 の 数 と の 関係 に つい て は 明らか で は 
な い . 

Diethylcarbamazine 投与 に よる 急性 変化 
感染 幼虫 接種 後 ミ クロ フォ ラリ ア 陽 性 と な っ た ネ 
っ 2 頭 に 30mg/kg の DEC を 投与 し , 48 時 間 放 置 
し た の ち , リン ズバ 管 造影 を 行い , 24 時 間 , 48 時 間 , 
72 時 間 と 経時 的 に レン トゲ ン 撮 影 を 行っ た 後 組織 標 
本 を 作製 した. DV SABER OS veoUEux 
WE, 蛇行 を 示し , 特に 接種 側 下肢 に は 和 盲 管 に 終る 
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太い 拡張 し た リン ペペ 管 が み ら れ , 造影 剤 の 漏出 が あ 
る (Fig.12). 24 時 間 後 の 撮影 で は な お 強い 造影 剤 の 
うっ 演 と 組織 向 へ の 浦 出 が 増強 され , リン 管長 の 
構造 が 不明 瞭 に た っ て いる (Fig. 13). 72 時 間 後 の 
撮影 で も 造影 剤 の 強い うっ 滞 が 残っ て いる . 下肢 を 
手術 的 に 開い て みる と Fig. 12 の 矢印 の 一 部 に 壊死 
物質 を 満 し 拡張 し た リン バ 管 と その 中 で うごめく 多 
BOF, FVT RRA AR CHEB AHA. 組織 標本 
を みる と , NEU veo] 濾胞 が 強く 肥大 し て い 
る . 洞 の 細 網 細胞 は 腫 大 し 赤血球 を 谷 食 し て いる 像 
かがみ られ る . 和郎 被膜 下 に は 細胞 浸潤 が 強く , 内 部 で 
は 拡張 し た リン へ 管内 で フ ィ ラ リア 躍 が 壌 死 物 質 の 
中 に 埋まり , 一 部 で は 器質 化 の 傾向 が み ら れる 
(Fig. 14). 浸潤 し て いる 細胞 は 前 述 の 形質 細胞 , 
好 酸 球 , 組織 球 の ほか リンパ 球 が と くに 多い . また 
好 中 球 の 浸潤 も ふみ られ る . リン 管内 の 虫 体 は 多数 
DEC AIC EI, 格段 に 強い リン ペペ 炎 , リン っ 
管 周 囲 炎 が 起 っ て いる こと を 物語 っ て いる (Fig. 
15). この よう な リン ペペ 管 炎 は 虫 体 の 存在 する 部 位 
の みみ な ら ず 各所 の リン パ 管 に も み ら れ る . RRE 
は リン ペペ 管 の 周辺 に 急性 脂肪 織 炎 の 像 が ある . また 
各所 の リン ペ 管 に 沿っ て HBL VY ERD ERED で 
&, その 中 心 に 膝 細 胞 の 出 環 が あっ て , xU 
濾胞 の 形成 の 像 が み ら れ る (Fig. 16). 

この 様 な 所 見 は 同時 期 に 証 検 し た 他 の 感染 ネ ュ に 
上 比 し 強く 明らか に DEC の 投与 に より 炎症 の 激化 が 
類 わ れる 
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Fig.12 Lymphogram after DEC administration showing enlarged 
popliteal lymphnode, dilatated afferent lymphatics and show 
flow of the contrast medium in a tortuous efferent lymphatics 


Fig.13 Marked stasis of contrast medium after DEC administration 
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Fig.14 Remarkable 
lymphangitis and 
perilymphangitis with 
adult worms provocated 
by administration 
of DEC 


Fig.15 Adult worms 
surrounded by necrotic 


debris with 
perilymphangitis after 
DEC administration 


Fig.16 Secondary 
lymphofollicles along 
the lymphatics 
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総括 と 考察 


リン パ 管 造影 像 の 上 で 確認 きれ る 異常 所 見 の うち 
最も 早く 現われ る の は 接種 側 膝 高 リン ペ 節 の 肥大 で 
HA. 次 いで みみ られ る の が これ へ の 輸入 リン バ 管 , 
輸出 リン ズ 管 の 拡張 と 炎症 を 思わ せる 管 壁 の 性 状 の 
変化 で ある . その 後 感染 の 経過 と 共に リン ペ パ 管 の 蛇 
fj, 造影 剤 の うっ 准 が 著 明 と な っ て 来る . Chee 
織 学 的 に みる と リン ズバ 節 の 濾胞 は 強く 肥大 し , Mmi 
胞 の 腫 大 が 著 明 で ある . 節 被膜 下 に は 一 般 に リン パ 
ROR BEA, 髄質 に は 形質 細胞 の 出現 が み ら れ 
る . 虫 体 を 入れ る も の で は 好 中 球 , 好 酸 球 , 組織 球 
な どの 混 潤 が 高度 で ある . リン ペペ 管 は し ば し ば 血栓 
の 形成 が あり , 内 腔 が ほとん と 閉鎖 きれ て いる も の 
も ある . PADRAO PER, 好 酸 球 , リン 
パ 球 に と りか こま れ , COMO RRA ICE 
し , 外 膜 か ら 管 周囲 組織 にかけて 目立っ た リン 筒 
K, リン ペ 管 周囲 火 の 像 を 呈し て いる . この 様 な り 
ンズ 管 造影 像 や 組織 病変 に つい て は 既に Schacher 
and Sahyon (1967), Gooneratne (1973) 等 が 同様 
の 記載 を 行っ て いる . この 度 の 実験 で , 接種 後 30 日 
か ら 60 日 と いう きわ め て 早い 時 期 に 接種 部 位 よ り は 
る か 下流 城 や 反対 側 に 虫 体 や 節 の 異常 。 リン ズバ 管 の 
炎症 , 拡張 な ど 躍 体 寄生 に よる と 思わ れる 変化 が 組 
織 標 体 の 上 で も 確認 され る こと は 重要 で ある . この 
こと は 接種 され た 感染 幼虫 が 速 か に 移行 する こと が 
BbhSs. し か も これ ら の 変化 は トミ クロ フィ ラリ ア 
の 産生 が 開始 され る 100 日 前 後に か け て 最も 強く , 
リン パパ 管 壁 か ら の 造影 剤 の 漏出 , リン ペ 管 の 閉鎖 性 
の 変化 リン パ 節 濃 胞 の 肥大 , リン ペ 管 及び その 周 
囲 炎 が 更に 高度 と たと なり , し か も 好 中 球 の ほか に 好 酸 
Ek, リン バ 球 , 組織 球 な どの 浸潤 が 高度 に み ら れ る 
よう に な る . 2 年 を こえ た 古い も の で は 各所 に 盲 管 
に 終わ る リン バ 管 が か み ら れ る 等 リン パ の 流れ の 障害 
が 進行 し 側 副 行 の 形成 が は じ ま っ て いる . な か に は 
側 副 行間 に 史 合 が 出来 , 複雑 な Net-work を みる 
も の や , BBR, ARE, 腰部 組織 内 に リン 
パ の 逆流 像 や , 語 状 に 拡張 する リン ズ 管 を 呈す る も 
の も ゃ 現われ て 来る . この 頃 に な る と リン パ 節 は 濾胞 
の 縮小 , 豚 細 胞 の 減少 な いし 消失 し , 髄質 で は 細 網 
細胞 は 形質 細胞 で 占め られ る な ど 節 の 退化 現象 が み 
られ る . リン < 管 造影 像 の 上 で も 造影 剤 の 陰影 欠損 
が 著 明 で 節 の 縮小 , 消失 が 顕著 で ある . 


フィ ラリ ア 寄 生 に よる これ ら リ ン ペ 系 に お ける 
体 を 中 心 と し た 和 炎症 性 病変 か ら リ ン バ パ の 流れ の 障害 , 
リン パ の 漏出 , BH MBIT OV RICE SHOW 
理 過 程 は 虫 体 の 機械 的 刺激 や , 貼 体 毒素 に 対す る 反 
応 で は な く 一 種 の アレ ルギー 反応 の 組織 表現 の 結果 
で ある と 解釈 され る : 

ヒト の フィ ラリ ア 症 の 臨床 経過 の な か で し ば は し は ば 
急性 リン パ 管 炎 の 発症 が み ら れ る . REICHERT 
る 下肢 の リン バ 管 炎 は 強い リン 浮腫 を 伴っ て 広範 
な 強い 丹毒 様 皮 膚 変化 に 発展 する . 精 系 リン パ 管 炎 
で は し ば し ば その 中 心 に フィ ラリ ア 成 虫 が 発見 され 
る こと が 多い . 

Schacher et al., (1973) は リンパ 節 を 摘出 し て 
B. pahangi を 感染 させ, Drinker et al. , (1934) は 
crystelline silica の リン ズ 管 注入 に より 象 度 病 を 実 
験 的 に 作ら ろう と 企 て て いる が , 一 般 に この 様 に 強い 
リン パ 管 衝 と 象 度 病 の 発症 は 動物 実験 で は か な ら 
ず し ゃ 容易 で は な い . 在 来 その 発症 に つい て 
Bosworth et al., (1973), Xx: (1940), 細 上 (1943), 
Liu et al., (1964) 等 は その 発症 の 要因 と し て フィ 
ラリ ア 感 染 の ほか , 溶血 性 連鎖 球菌 な どの 起 炎 菌 の 
混合 感染 を 欠く こと の で き な い 因子 と し て 上 げ て い 
5. 一 方 片 峰 (0952) は 無 症状 の ネクロ フィ ラリ ア 
陽性 者 に 治療 の 且 的 で DEC を 投与 する と 今 ま で 変 
化 の な か っ た 精 系 リ ンズ バ 管 に 虫 体 を 中 心 と し て 強い 
炎症 反応 が 突如 と し て 激 発 され る こと を 経験 し て い 
る . 本 実験 で も ミク ロフ ィ ラ リア 陽性 と な っ た ネコ 
に DEC RET A EY yR Ch MAO 
上 で も 24 時 間 以 内 に 格段 に 強い リン パ の うっ 沿 , リ 
YAS GE) 炎 と その 周囲 作 の 激 発 が み ら れ , 更に 
各所 の 組織 内 リン ペ 管 に 沿っ て リン ペペ 球 の 強い 集 療 
が 現われ , その 中 心 に 腔 細胞 が 出現 する 等 明らか に 
2 次 リン ペ 湖 胞 の 形成 が み ら れ る . これ は DEC 
の 投与 に より 強い リン 反応 が お こっ て いる こと を 
物語 る も の で ある . DEC に よる リン < 管 炎 の 発症 
ある い は 増強 の 機 計 は よく わか ら な い が 体 内 で の 
クロ フィ ラリ ア の 処理 , 消失 と 関係 が あり そう に 思 
われ る . いずれ に せよ この 様 な フィ ラリ ア 感 染 に よ 
る 急性 リン ペ 管 炎 の 発症 は か な ら ず し ゃ 溶血 性 連鎖 
球菌 感染 が 必須 の 条件 で は な く , フィ ラリ プア 虫 体 物 
質 を 起因 する 一 種 の hypersensitivity reaction と 
し て と ら え る べき で あろ う . フィ ラリ ア 症 の 流行 地 
に 於 いて は 少数 の 感染 幼虫 の 再 感染 , 重 感染 の 繰 返 


し の な か で 発症 に 至る も の で 今後 再 感染 の 場合 の り 
ン パ 管 炎 発症 の 態度 に つい て 観察 する 必要 が あろ 
5. 

BOILFLBERRREe FOE LY yD 変化 が , 
Kittredge et al., (1963), Swanson (1963), 阿 
世 知 (1964), Akisada and Tani (1970), 村上 ら 

(1972) 等 に より 主として リン < 管 造影 像 の 上 か ら 
詳し く 追 求 さ れ て いる が , この 度 の 実験 感染 ネ ュ で 
見 られ た 変化 は 虫 体 の 移動 , 炎症 の 頻発 に よっ て 次 
第 に 反対 側 や 下流 域 に 及び , 慢性 の ヒト 糸状 虫 症 に 
み ら れ る 様 な 高度 で 広範 な Iymphangioadenopathy 
に 発展 する も の と 考え られ る . 


要 約 


著者 は B.pahangi, B.malayi ža pka 
は 原 符 部 に 接種 し , 15 日 か ら 3 年 6 ヶ月 に 豆 り , 経 
時 的 に リン ズバ 管 人 造影 及び 組織 学 的 観察 を 行い 次 の 結 
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果 を 得 た . 

リン ペ 糸 に お こる 病変 は きわ め て 早期 に 接種 側 の 
膝 高 9 ン バ 節 の 肥大 に は CE DKW CY) VAR, 
リン ズ 管 周囲 炎 , リン ペ 管 の 拡張 リンパ の 流れ の 
障害 が 接種 側 の みな ら ず , 次 第 に 反対 側 や 骨盤 腔 , 
腹 腰部 に お よび , 古く な る と 節 は 鞭 縮 し , 9 vos 
は 複雑 な 側 副 行 を 形成 する に 至る . 

炎症 性 変化 は 好 中 球 の ほか , 好 酸 球 , リン バ 球 , 
組織 球 , 形質 細胞 の 浸潤 を 主体 と する も の で , ミク 
ロフ ィ ラ リア の 産出 時 期 , 特に DEC の 投与 に よっ 
て 著 明 な 激化 が み ら れ る . これ ら 一 連 の 変化 は フィ 
ラリ ア 感 染 に よる cell mediate type の hypersen- 
sitivity reaction の 組織 学 的 表現 と 解釈 され る . M 
らく 次 血性 連鎖 球菌 の 混合 感染 が な く て も フィ ラリ 
ア 感 染 の 繰返し に よっ て 交 症 を 頻発 し , 慢性 の フィ 
ラリ ア 症 に みみ られ る よう な 広範 な lymphangioade- 
nopathy に 発展 する も の と 考え ん られる. 
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